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大宮 溥 理事長就任

大学・大学院

臨床心理学領域の過去・現在・未来

特
集
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特
集
２

大学　オープンキャンパス
入試ガイダンス、体験授業、クラブ発表などが実施され、東洋英和のキャンパスライフを紹介します。
学生スタッフが緑豊かなキャンパスをバスと徒歩で案内するツアーもあります。



理
事
長
就
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二
〇
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六
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六
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日
　
小
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講
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大お
お

宮み
や　

溥ひ
ろ
し

こ
の
た
び
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
第
一
三
代
理
事
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
、
大
宮
溥
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
こ

れ
ま
で
、
東
洋
英
和
女
学
院
と
歴
史
的
関
係
の
深
い
日
本

基
督
教
団
の
教
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
年
に
わ
た
っ
て

評
議
員
、
理
事
の
任
務
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
前

理
事
長
水
澤
郁
夫
先
生
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
そ
の
席
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
院
の
ま
こ
と
の
設
立
者
で

あ
る
神
の
御
導
き
の
下
に
、
学
院
の
役
員
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
心
か
ら
希
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
四
国
の
香
川
県
多
度
津
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
が
、
そ
こ
は
江
戸
時
代
一
万
石
の
小
藩
で
あ
り
、
設
立

の
時
に
当
時
の
幕
府
か
ら
江
戸
藩
邸
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ

が
現
在
の
国
際
文
化
会
館
で
あ
り
ま
す
。
東
洋
英
和
は
、

一
八
八
四
年
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
設
立
者
で
第
二
代
校
主
の
平
岩

愃
保
と
、
八
代
理
事
長
の
大
村
勇
牧
師
が
、
い
ず
れ
も
わ

た
く
し
の
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
阿
佐
ヶ
谷
教
会
（
旧
日
本

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
）
の
牧
師
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
、
日
本
の
教
会
の
祈
り
と
協
力
の
し
る
し
と

し
て
、
学
院
に
連
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

近
代
日
本
の
開
設
時
に
設
立
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
本
宣
教
の
基
本
方
針
と
し
て
、

教
会
建
設
と
と
も
に
、
日
本
社
会
全
体
の
精
神
的
基
盤
と

な
る
子
女
育
成
の
た
め
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の

建
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
東
洋
英
和
女
学
院
も
そ
の
よ

う
な
祈
り
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、「
敬
神
奉
仕
」
を
建
学

の
精
神
と
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
が
「
神
の
国
」
と
し
て

形
成
さ
れ
る
た
め
に
、
社
会
の
縦
軸
と
し
て
の
「
心
を
尽

く
し
、精
神
を
尽
く
し
、思
い
を
尽
く
し
、力
を
尽
く
し
て
、

あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
「
敬
神
」

と
、
横
軸
と
し
て
の
「
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ

い
」
と
い
う
「
隣
人
愛
」「
奉
仕
」
を
据
え
、
愛
の
共
同

体
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
縦
横

十
字
の
軸
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
っ
て

据
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
「
自
分
の
十
字

架
を
背
負
っ
て
」（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
八
章
三
四
節
）

こ
の
道
を
歩
む
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
学
の
精
神
は
、

わ
が
東
洋
英
和
女
学
院
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
を
全
教
職
員
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大
宮
溥
理
事
長
就
任

二
〇
一
六
年
五
月
二
七
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て

新
理
事
長
が
選
任
さ
れ
、
同
日
就
任
し
ま
し
た
。

大
宮
溥
理
事
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
と
も
に
、

六
月
二
四
日
に
行
っ
た
就
任
式
で
の
就
任
の
辞
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

2016 年 6 月 24 日　理事長就任式

イ
エ
ス
は
、わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、命
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
を
知
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
も
兄
弟
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
べ
き
で
す
。

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
一
　
三
章
一
六
節
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を
通
し
て
担
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
学
の
精
神
は
、
人
間
を
神
の
像
に
似
せ
て
創
造

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
霊
性
を
豊
か
に
発
揮
さ
せ
、

神
の
召
命
に
応
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
神
の
国
の

建
設
に
参
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
近
頃
、
個

人
の
自
由
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
と
の
批
判
か
ら
、
祖
国
愛

等
の
共
同
体
へ
の
参
与
を
促
す
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
国
家
統
制
の
強
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
覚

醒
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
公
立
学
校

と
と
も
に
私
学
、
特
に
宗
教
的
精
神
に
基
づ
く
学
校
の
存

続
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
今
論
議
さ
れ
て

い
る
道
徳
教
育
に
お
い
て
、
道
徳
は
宗
教
的
な
根
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
宗
教
へ
の
顧
慮
と
展
望
を
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で
、
道
徳
教
育
を
、
キ

リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
い
て
は
聖
書
科
と
し
て
実
践
で

き
る
、
現
行
体
制
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

東
洋
英
和
女
学
院
は
、
関
東
に
お
け
る
女
子
教
育
の
総

合
学
園
と
し
て
、
一
三
〇
年
の
歩
み
を
築
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
男
女
共
学
が
一
般
化
し
、
し
か
も
就
学
者
が
学
校

の
入
学
可
能
者
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る
現
在
、
女
子
教
育

に
専
念
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
男
女
同
権
と
職
業
共
有
化
が
深
ま
り
ま
し
て
も
、

男
女
共
同
社
会
に
お
い
て
、
男
女
の
画
一
化
で
な
く
、
豊

か
な
共
同
体
制
を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
う
え
で
女
子
教
育
集

中
の
学
園
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
個

性
を
豊
か
に
発
揮
し
つ
つ
、
互
い
に
調
和
と
互
助
に
努
め

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
米
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
女
子
学
園
が
重
要
な
使
命
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
東
洋
英
和
女
学
院
は
こ
の
道
を
、
さ
ら
に
前
進
す
べ

く
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
洋
英
和
女
学
院
は
、
も
と
も
と
鳥
居
坂
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
大
学
創
設
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
横
浜
市

に
増
設
い
た
し
ま
し
た
。
先
年
鳥
居
坂
西
地
域
の
再
開
発

が
課
題
と
な
り
、
東
洋
英
和
女
学
院
も
こ
の
地
域
の
地
権

者
と
し
て
参
加
を
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

大
学
を
も
鳥
居
坂
に
移
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本
学
院
に
と
っ
て
将
来
像
を
完
成
す
る
得
難
い
機

会
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
敷
地
面
積
、
財
政
的
な
能
力
面

等
で
、
容
易
で
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
能
性
と

現
実
的
能
力
と
を
突
き
止
め
て
、
遅
き
に
失
す
る
こ
と
な

く
結
論
を
出
そ
う
と
、
目
下
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
今
は
「
明
日
の
東
洋
英
和
」
が
胎
動
中
で
あ

り
ま
す
。

本
日
は
、
わ
た
く
し
の
理
事
長
就
任
式
を
、
皆
様
方
の

ご
出
席
を
得
て
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
宮
溥
理
事
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
三
三
年
香
川
県
生
ま
れ
。

一
九
六
六
年
東
京
神
学
大
学
博
士
課
程

修
了
、神
学
博
士
。
東
中
通
教
会
牧
師
、

阿
佐
ヶ
谷
教
会
牧
師
、
成
瀬
が
丘
教
会

牧
師
、
学
校
法
人
敬
和
学
園
理
事
長
を

経
て
、
現
在
阿
佐
ヶ
谷
教
会
主
任
担
任

教
師
代
務
者
。
一
般
財
団
法
人
日
本
聖

書
協
会
理
事
長
。東
京
神
学
大
学
理
事
、

敬
和
学
園
理
事
、
明
治
学
院
理
事
・
評

議
員
も
歴
任
。

一
九
八
五
年
よ
り
東
洋
英
和
女
学

院
評
議
員
、
一
九
八
七
年
同
理
事
、

二
〇
〇
七
年
同
常
務
理
事
。
二
〇
一
六

年
五
月
二
七
日
理
事
長
就
任
。
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特
集
挨
拶

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
長
・
大
学
人
間
科
学
部
教
授
　
　
角
藤　
比
呂
志

こ
の
た
び
、
楓
園
の
特
集
に
あ
た
り
、
本
学
大

学
院
人
間
科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
領
域
を
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

人
間
科
学
研
究
科
は
、
学
院
に
護
ら
れ
な
が
ら
、

創
設
以
来
多
く
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
参
り
ま
し

た
。
現
在
、
臨
床
心
理
学
領
域
修
了
生
二
〇
〇
余

名
が
、
臨
床
心
理
士
と
し
て
社
会
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
公
認

心
理
師
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
間
資

格
が
国
家
資
格
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
心
理
職
に
関
わ
る

国
家
資
格
で
す
。
業
務
内
容
は
従
来
の
臨
床
心
理

士
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
法
律

の
制
定
に
よ
り
心
理
専
門
職
の
社
会
的
地
位
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

「
心
の
時
代
」
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
世
の
中
は
ま
す
ま
す
混
沌
と
し
、
不
透
明
に

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
心
理
専
門
職
へ

の
社
会
的
要
請
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
来
て
い
ま

す
。こ

れ
を
機
に
、
学
院
関
係
者
の
皆
様
に
、
公
認

心
理
師
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
学
臨

床
心
理
学
領
域
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
目
指
す
の
か
、
ご
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も
、
益
々
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

臨
床
心
理
学
領
域
の
こ
れ
ま
で

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
・
大
学
人
間
科
学
部
教
授
　
　
小
坂　
和
子

本
学
が
「
こ
こ
ろ
の
専
門
家
」
を
送
り
出
し
始

め
て
お
よ
そ
二
〇
年
が
経
ち
ま
す
。
院
生
は
、
医

療
や
福
祉
、
教
育
、
産
業
、
司
法
分
野
の
有
職
者
、

あ
る
い
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
が
中
心
で

あ
り
、
大
学
病
院
等
で
の
実
習
が
早
々
に
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
の
学
び
舎
は
、
伝
統
あ
る
短

大
校
舎
が
改
修
さ
れ
た
も
の
で
す
。
入
り
口
右
手

に
は
、
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
日
差
し
を
受
け
る
広
い
プ

レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
左
手
に
は
相
談
室
受
付
。

院
生
は
、
昼
間
か
ら
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
玩
具

を
持
ち
よ
っ
た
り
、「
箱
庭
ア
イ
テ
ム
」
を
手
作

り
し
た
り
。
相
談
室
と
教
室
が
同
居
し
て
い
る
中
、

「
現
場
で
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
か
ら
学
ぶ
」
姿
勢
が
育

て
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
時
に
は
、
海
外
か

ら
訪
日
中
の
臨
床
家
た
ち
も
気
軽
に
研
究
会
に
参

加
さ
れ
て
茶
話
会
に
な
る
な
ど
、
家
庭
的
な
学
び

の
時
代
で
す
。
学
外
の
臨
床
現
場
に
は
、
短
大
や

学
部
卒
業
の
同
窓
生
が
お
ら
れ
、臨
床
実
践
は「
敬

意
と
尊
重
」
の
ま
な
ざ
し
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
に
臨
床
心
理
士
養
成
の
指
定
校
制

度
が
発
足
し
、
初
年
度
か
ら
承
認
を
受
け
ま
す
が
、

臨
床
実
習
の
水
準
は
他
大
学
を
凌
ぐ
も
の
で
し
た
。

二
〇
〇
三
年
に
は
新
校
舎
の
地
下
二
階
が
「
相
談

ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
独
立
し
ま
す
。
設
計
の
段
階

か
ら
、
院
生
た
ち
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
優
し
い

雰
囲
気
の
「
東
洋
英
和
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
は
、

英
和
の
臨
床
教
育
の
中
心
で
あ
り
、
地
域
に
開
か

れ
た
援
助
の
空
間
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

特集 2

大
学
・
大
学
院

臨
床
心
理
学
領
域
の
過
去
・
現
在
・
未
来

二
〇
一
七
年
度
か
ら
「
公
認
心
理
師
法
」
が
施
行
さ
れ
る
の
を
前
に

特
集
２
で
は
大
学
院
臨
床
心
理
学
領
域
の
過
去
・
現
在
・
未
来
と
、

臨
床
心
理
学
領
域
を
修
了
後
、
臨
床
心
理
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
修
了
生
や

す
で
に
臨
床
心
理
士
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
職
業
上
の
新
た
な
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に

大
学
院
へ
の
入
学
を
選
ん
だ
修
了
生
・
在
学
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

旧大学院棟 外観

本部・大学院棟入口
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臨
床
心
理
学
領
域
の
未
来　

―
公
認
心
理
師
の
成
立

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
・
大
学
人
間
科
学
部
教
授
　
　
篠
原　
道
夫

昨
秋
（
二
〇
一
五
年
九
月
九
日
）、
公
認
心
理

師
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
臨
床
心
理
職
の
意
義
は
、

社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
人
気
俳
優
・
福
山
雅
治
が
ド
ラ
マ
で
臨

床
心
理
士
の
役
を
演
じ
る
ほ
ど
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
法
的
な
位
置
づ
け
は
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
国
家
資
格
化
は
、

関
係
者
の
半
世
紀
以
上
に
渡
る
悲
願
の
賜
物
と
い

え
ま
す
。

公
認
心
理
師
の
職
務
内
容
は
、
心
理
学
を
応
用

し
て
心
の
問
題
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
対
人
関
係
の
問

題
）
の
解
決
を
援
助
す
る
仕
事
で
す
。
平
た
く
い

え
ば
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
主
な
仕
事
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
仕
事
を
支
え
る
学
問
が
、
臨
床
心
理

学
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
良
い
も
の
で
す

が
、
や
り
方
を
間
違
え
れ
ば
害
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
外
科
手
術
と
同
じ
で
す
。
手
術
も
有
効
な

方
法
で
す
が
、
や
り
方
を
間
違
え
れ
ば
有
害
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
誰
が
や
っ
て
も
良
い
わ
け
で
は
な

く
、
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
臨
床
心
理
職
の
国
家
資
格
化
が
待
望
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、「
臨
床
心
理
士
」
が
最
も
公
共

性
の
高
い
資
格
で
し
た
。
現
在
、
三
万
人
が
医
療

福
祉
・
教
育
・
司
法
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。「
臨
床
心
理
士
」
は
民
間
資
格
で

し
た
が
、
国
家
資
格
化
へ
の
布
石
と
し
て
の
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
大
学
院
で
は
、
臨
床
心

理
士
資
格
制
度
が
発
足
し
た
当
初
か
ら
養
成
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
学
を
修
了
し
た
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
が
、
臨
床
現
場
で
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
い
ま

す
。そ
の
一
端
は
、本
誌
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
臨
床
心
理
士
養
成
の
二
〇
年
以
上

の
実
績
を
生
か
し
、
公
認
心
理
師
の
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
優
れ
た
「
公

認
心
理
師
」
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
広
く
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
院
・
臨
床
心
理

学
領
域
の
未
来
は
、「
公
認
心
理
師
」
と
と
も
に

あ
り
ま
す
。

臨
床
心
理
学
領
域
の
今大

学
院
人
間
科
学
研
究
科
・
大
学
人
間
科
学
部
教
授
　
　
福
田　
周

本
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
領
域
の
特
徴
と
し
て
、

臨
床
実
践
教
育
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
臨
床

心
理
士
資
格
を
持
つ
教
員
七
名
（
う
ち
研
究
指
導

担
当
教
員
六
名
）
を
中
心
に
、
他
領
域
専
任
教
員

と
非
常
勤
教
員
や
こ
こ
ろ
の
相
談
室
専
門
相
談
員

の
協
力
を
得
て
、
二
年
間
に
わ
た
り
心
理
療
法
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
理
論

と
実
践
を
基
礎
か
ら
体
系
的
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

臨
床
実
践
力
を
深
め
て
い
く
た
め
の
学
び
と
し
て
、

力
動
的
心
理
療
法
、
来
談
者
中
心
療
法
、
プ
レ
イ

セ
ラ
ピ
ー
、
箱
庭
療
法
、
ブ
リ
ー
フ
・
セ
ラ
ピ
ー
、

臨
床
動
作
法
、
催
眠
療
法
、
夢
・
絵
画
を
通
じ
た

援
助
技
法
や
、
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
法
や
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｓ

な
ど
の
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
習
得
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
夜
間
大
学
院
の
特
徴
を
生
か
し
て
、

昼
間
に
週
一
日
、
学
外
実
習
機
関
へ
の
二
年
間
の

長
期
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
習
機
関
は
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
精
神
科
病
院
な
ど
の
医
療
関
連
機
関
、

教
育
相
談
所
・
適
応
指
導
教
室
な
ど
の
教
育
関
連

機
関
、
保
健
所
デ
イ
ケ
ア
・
児
童
養
護
施
設
な
ど

の
福
祉
関
連
機
関
が
中
心
で
す
。

学
内
実
習
に
関
し
て
は
こ
こ
ろ
の
相
談
室
で
臨

床
実
践
を
行
い
、
週
一
回
全
教
員
と
全
院
生
参
加

の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
て
、
よ
り

多
角
的
な
視
点
を
も
っ
た
臨
床
実
践
力
を
培
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
相
談
室
紀
要
へ
の
事
例
研
究

論
文
を
執
筆
す
る
こ
と
を
修
了
要
件
の
ひ
と
つ
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
一
回
著
名
な
臨
床
活
動

家
を
お
招
き
し
て
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

新
し
い
臨
床
実
践
の
知
識
の
吸
収
と
普
及
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

修
了
生
は
修
了
後
に
臨
床
心
理
士
資
格
を
取
得

し
、
教
育
相
談
所
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

学
生
相
談
室
な
ど
の
教
育
関
連
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

病
院
な
ど
の
医
療
関
連
、
企
業
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

部
門
な
ど
の
産
業
関
連
、
養
護
施
設
な
ど
の
地
域

福
祉
関
連
、
さ
ら
に
国
家
公
務
員
の
心
理
職
な
ど

で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

特別ワークショップ風景

臨床心理学領域 教職員・院生一同
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大
学
教
員
と
し
て
の
責
任

人
間
科
学
研
究
科
一
九
九
七
年
度
三
月
修
了�

�

（
臨
床
心
理
学
領
域
）�

東
北
福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部
福
祉
心
理
学
科
講
師

清
水　
め
ぐ
み

大
学
院
修
了
後
、
教
育
相
談
や
医
療
分
野
で
の

心
理
臨
床
を
経
て
、
現
在
は
仙
台
市
に
あ
る
東
北

福
祉
大
学
で
、
臨
床
心
理
士
を
目
指
す
大
学
院
生

の
育
成
や
心
理
学
の
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
後
進
の
指
導
が
主
な
仕
事
で
す
が
、
大
学

教
員
で
も
あ
る
臨
床
心
理
士
と
し
て
社
会
貢
献
活

動
に
関
わ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

震
災
の
年
の
秋
か
ら
継
続
し
て
い
る
宮
城
県
臨

床
心
理
士
会
の
南
三
陸
町
仮
設
住
宅
支
援
活
動
で

は
、
地
元
の
方
々
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
多

く
、
支
援
を
す
る
こ
と
で
同
時
に
自
分
が
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
教
育
に
お
い
て
も
社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
も
、

今
ま
で
従
事
し
て
き
た
心
理
臨
床
と
同
様
、
臨
床

家
と
し
て
の
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
は
多
く
、
東
洋
英

和
で
学
ん
だ
「
自
分
の
心
を
使
う
こ
と
」
に
立
ち

返
り
、
少
し
ず
つ
歩
を
進
め
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
東
洋
英
和
で
得
た
も
の
を
自
分

な
り
に
洗
練
さ
せ
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
課
題

だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

臨
床
心
理
の
専
門
性
を
備
え
た 

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て

人
間
科
学
研
究
科
二
〇
一
五
年
度
三
月
修
了�

�

（
人
間
科
学
領
域
発
育
・
発
達
学
分
野
）�

さ
く
ら
心
理
相
談
室 

代
表

久
保　
千
晶

臨
床
心
理
士
と
し
て
医
療
教
育
機
関
に
勤
務
し

つ
つ
、
リ
カ
レ
ン
ト
な
学
び
と
し
て
大
学
院
で
親

子
の
関
係
性
構
築
促
進
的
な
育
児
支
援
の
あ
り
方

を
研
究
し
ま
し
た
。
在
学
中
に
起
き
た
東
日
本
大

震
災
で
は
直
後
か
ら
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
・
日
本

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
協
会
の
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
、

親
御
さ
ん
、
保
育
者
や
子
育
て
支
援
者
さ
ん
の
傍

ら
で
、
ひ
と
の
潜
在
的
な
回
復
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
）
を
軸
に
し
た
心
理
的
対
応
と
親
子
遊
び
に
よ

る
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
私

設
相
談
室
の
運
営
と
併
せ
て
Ｉ
市
の
育
児
支
援
・

子
ど
も
発
達
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
小

さ
な
市
で
は
公
共
施
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
少
な
い

一
方
で
、
役
所
職
員
、
保
健
師
、
子
育
て
支
援
員

な
ど
が
顔
の
分
か
る
近
さ
で
柔
軟
に
連
携
で
き
る

と
い
う
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
恵
み

の
中
で
臨
床
心
理
の
専
門
性
を
備
え
た
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
と
し
て
働
く
楽
し
さ
と
責
任
を
感
じ
つ
つ
、

日
常
的
か
つ
長
期
的
な
視
野
で
予
防
・
成
長
発
達

促
進
に
繋
が
る
よ

う
な
育
児
支
援
・

子
ど
も
発
達
支
援

の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
明
日
の
た
め
に

社
会
科
学
研
究
科
一
九
九
八
年
度
三
月
修
了�

人
間
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
二
年�

�

（
人
間
科
学
領
域
発
育
・
発
達
学
分
野
）�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
養
子
縁
組
支
援
協
会
ス
ト
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

山
口　
紀
子

児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
だ
っ
た
私
は
、
虐

待
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
る
日
常
の
中
で
、
仕
事
に

対
す
る
充
実
感
を
感
じ
る
一
方
で
、
養
子
縁
組
家

庭
の
親
子
に
対
し
て
、も
っ
と
じ
っ
く
り
寄
り
添
っ

た
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
定
年
ま
で

八
年
を
残
し
て
退
職
し
、
家
庭
的
養
護
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
は
心
理
的
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
臨
床
心
理
士
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
親
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
施
設
で
は
な
い
、
家

庭
的
環
境
で
の
養
育
が
望
ま
れ
て
お
り
、
養
子
縁

組
家
庭
に
対
す
る
支
援
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
資
格
取
得
後
は
、
養
子
縁
組
支
援
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
ス
ト
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
の
一
員
と
し

て
、
養
親
支
援
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
養
親
の
会

で
あ
る
「
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
は
発
足
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
養
親
に
対
す
る
真
実
告
知
の
セ
ミ
ナ
ー
や

交
流
会
、
子
育
て
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、

ト
ー
タ
ル
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
大
学

院
で
の
研
究
テ
ー

マ
を
実
践
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

矯
正
の
実
践
と
大
学
院
で
の
学
び

人
間
科
学
研
究
科
二
〇
一
〇
年
度
三
月
修
了�

同
博
士
後
期
課
程
二
〇
一
二
年
度
三
月
退
学�

�

（
臨
床
心
理
学
領
域
）�

札
幌
刑
務
所
法
務
技
官

鈴
木　
純
一

私
は
現
在
、
国
家
公
務
員
で
あ
る
法
務
技
官
と

い
う
職
に
就
き
、
刑
務
所
で
働
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
仕
事
は
、
全
国
の
少
年
鑑
別
所
や
少
年
院
、

そ
し
て
刑
務
所
な
ど
の
矯
正
施
設
で
心
理
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
主
な
業
務
内
容
で
す
。
つ

ま
り
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
社
会
復
帰
を
援
助
す

る
、
加
害
者
支
援
と
な
り
ま
す
。
彼
ら
の
多
く
は
、

虐
待
や
犯
罪
被
害
と
い
っ
た
、
非
常
に
辛
い
経
験

を
し
て
い
る
人
が
多
く
、
そ
う
し
た
過
去
の
出
来

事
が
犯
罪
の
背
景
と
な
り
や
す
く
、
結
果
と
し
て

非
常
に
強
い
衝
動
性
を
表
出
し
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
彼
ら
と
向
き
合
う
時
、
こ
ち
ら
も
強
く
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
苦
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
対
処
す
る
の

に
一
苦
労
で
す
。
そ
ん
な
時
、
大
学
院
時
代
に
学

ん
だ
も
の
が
自
分
を
助
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
誰
か
に
寄
り
添
う
時
に
、
共
に
そ
の
気
持

ち
を
抱
え
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
苦
し
み
を
持
ち

つ
つ
も
、
そ
の
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
。
こ
う
し
た
態
度
が
培
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
博
士
課
程
を
含
め
約
五
年
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
出
会
い
だ
け
で

な
く
、
社
会
人
大
学
院
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
を
持
っ
た
多
く
の
仲
間
と
巡
り
会
え

た
こ
と
が
、
現
在
の
自
分
の
根
幹
を
作
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

保健福祉センター
にて、乳幼児健診
後に保健師さんた
ちとのカンファレ
ンス

養親さんに対するセミ
ナー（右が本人）

ケースカンファレンス
（イメージ）
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修
了
し
て
か
ら
感
じ
る 

英
和
で
学
ん
だ
こ
と

人
間
科
学
研
究
科
二
〇
一
三
年
度
三
月
修
了�

�

（
臨
床
心
理
学
領
域
）�

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
鶴
川
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
病
院
臨
床
心
理
室

松
田　
千
広

大
学
院
を
修
了
し
た
年
に
就
職
し
、
今
年
で
三

年
目
に
な
り
ま
す
。
私
の
勤
務
先
は
老
年
精
神
科

と
老
年
内
科
を
併
設
す
る
病
床
数
五
八
七
床
の
大

き
な
病
院
で
、
昨
年
度
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
指
定
も
受
け
て
お
り
、
来
院
・
入

院
さ
れ
る
患
者
様
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す
。

臨
床
心
理
士
は
常
勤
五
名
で
外
来
お
よ
び
病
棟
検

査
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
病
棟
で
の
回
想
法
や
コ

ラ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
小
グ
ル
ー
プ
活
動
、
市
か
ら

委
託
さ
れ
て
い
る
出
張
介
護
者
相
談
な
ど
、
多
様

な
業
務
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
院
内
で
は

日
常
的
に
他
職
種
と
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
臨
床
心
理
士
の
視
点
で
患
者

様
を
理
解
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
言
葉
に
し
て
伝
え

る
こ
と
の
重
要
性
や
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
人
自
身
の
存
在
を
尊
重
し
、
理
解
し

よ
う
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
は
二
年
間
で
英
和
の

先
生
方
の
考
え
方
に
触
れ
て
き
た
こ
と
、
講
義
や

ゼ
ミ
、
学
内
外
実

習
を
通
し
て
じ
っ

く
り
学
ぶ
こ
と
で

自
然
と
身
に
つ
い

て
き
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今

後
も
毎
日
大
切
に
、

臨
床
業
務
に
励
ん

で
参
り
ま
す
。

大
学
院
で
の
学
び
と 

児
童
相
談
所
の
業
務
に
つ
い
て

人
間
科
学
研
究
科
二
〇
一
四
年
度
三
月
修
了�

�

（
臨
床
心
理
学
領
域
）�

静
岡
県
東
部
児
童
相
談
所
　
相
談
判
定
課

小
宮　
沙
都
希

私
は
郷
里
の
静
岡
県
に
戻
り
、県
の
公
務
員（
心

理
職
）
と
し
て
児
童
相
談
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

心
理
職
は
心
理
面
接
が
主
な
業
務
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
業
務
の
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、被
虐
待
児
童
の
心
理

面
接
も
行
っ
て
い
ま
す
。
判
定
所
見
と
面
接
記
録

の
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
が
積
み
重
な
っ
て
机
上
で
雪

崩
を
起
こ
す
の
を
横
目
で
見
つ
つ
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
在
学
中
に
授
業
や
実
習
を
通
し
て
面
接

技
法
や
、
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
べ
た

こ
と
が
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
の
仕
事
で
は
市
町
村
、

教
育
機
関
、医
療
機
関
、児
童
養
護
施
設
等
と
連
携

し
て
動
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
臨
床
心
理

地
域
援
助
学
特
論
、
社
会
福
祉
特
論
を
通
し
て
学

べ
た
こ
と
も
と
て
も
今
の
仕
事
に
生
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
学
院
で
の
学
び
を
生
か
し
つ
つ
、
行

政
心
理
職
と
し
て
相
談
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鶴川サナトリウム病院

東
洋
英
和
こ
こ
ろ
の
相
談
室
の
ご
紹
介

東
洋
英
和
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
大
学
院
校
舎
内

に
あ
り
、
交
通
至
便
な
六
本
木
・
麻
布
十
番
駅
に

ほ
ど
近
い
、
緑
に
囲
ま
れ
た
鳥
居
坂
上
に
あ
り
ま

す
。
大
学
院
校
舎
地
下
二
階
に
相
談
室
五
室
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
四
室
を
構
え
、
都
心
に
あ
り
な
が
ら

静
か
な
環
境
の
中
で
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

当
相
談
室
は
二
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
一
般
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
〝
地

域
に
開
か
れ
た
相
談
室
〟
と
し
て
の
役
割
で
あ

り
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
こ
と
ば
に
よ
る

面
接
）
の
他
に
、プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
（
遊
戯
療
法
）、

箱
庭
療
法
、
絵
画
療
法
、
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
行
っ
て
お
り
、
未
就
学
の
お
子
さ
ま
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
本
学
大
学
院
人
間

科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
領
域
の
大
学
院
生
の
研

修
機
関
と
し
て
の
役
割
で
あ
り
、〝
対
人
援
助
活

動
の
研
鑽
の
場
〟
を
担
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
心

理
学
の
専
門
的
教
育
を
受
け
た
大
学
院
生
が
教
授

陣
・
専
門
家
の
指
導
の
下
、相
談
に
い
ら
し
た
方
々

と
面
接
を
行
い
ま
す
。

当
相
談
室
は
平
日
は
午
後
二
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
室
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
仕
事
帰
り
な
ど
で
も

お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。
面
接
料
金
は
初
回
面
接

四
〇
〇
〇
円
、
継
続
面
接
三
〇
〇
〇
円
、
親
子
面

接
五
〇
〇
〇
円
（
い
ず
れ
も
一
回
五
〇
分
で
す
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

−お申し込みからご相談までの流れ−
1．電話によるお申し込み（完全予約制：03-3583-7463）
お申込みのお電話にて、来室のご都合などをおうかがいします。

2．受理（インテーク）面接
お困りのことについてうかがう初めての面接です。
臨床心理士の有資格者が担当します。

3．心理面接（各種セラピー）
当相談室でお引き受けすることになった場合、担当者を決めて�
継続して心理面接（各種セラピー）を行っていきます。

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu/kokoro.html

相
談
室
受
付
窓
口

待
合
コ
ー
ナ
ー

箱庭療法（イメージ）
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中高部　NEWS

中
　
高
　
部

中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

五
月
一
〇
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
山
梨
県

の
清
里
に
あ
る
「
清
泉
寮
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
敬
神
・
奉
仕

の
精
神
を
身
に
つ
け
た
英
和
生
に
な
る
た
め
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
」
と
い
う
趣
旨
と
、「
み

ん
な
で
共
同
生
活
を
し
、
神
様
と
人
と
の
交
わ
り

を
学
び
、
周
り
の
人
の
た
め
に
自
分
が
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
礼
拝
（
開
会
・

朝
・
閉
会
）、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
聖
書
に
学
ぶ

（
三
回
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ク
ラ
ス
の
時
間
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
し
た
。

開
会
礼
拝
で
は
、
石
澤
友
康
中
学
部
長
が
「
神

様
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
個
性
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。
神
様
が
愛
し
て
い
る
こ
と
を
心
に
留
め
て

ほ
し
い
」
と
お
話
し
く
だ
さ
り
、
三
日
間
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
聖
書
に
学
ぶ
」
で
は
、
あ

り
の
ま
ま
の
私
た
ち
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
神
様
の

愛
を
知
り
、「
善
い
サ
マ
リ
ア
人
」
の
た
と
え
話

を
通
し
て
「
奉
仕
」
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
隣

人
に
対
し
て
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
仲
間
の
絆
を
強
め
、
ク
ラ
ス
の

時
間
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
っ
て
楽
し

み
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
「
清
泉
寮
」
の
付
近
を
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
六
本
木
で
は
体
験
で

き
な
い
自
然
の
豊
か
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

中
学
部
に
入
っ
て
、
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
に
触

れ
る
人
た
ち
が
何
人
も
い
ま
す
が
、
中
１
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
楽
し

い
な
か
に
も
キ
リ
ス
ト
教
的
な
祈
り
の
あ
る
生
活
、

共
同
生
活
の
基
本
・
規
律
・
協
力
な
ど
を
身
に
付

け
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
六
年
間
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
。

確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
宿
泊
行
事

「
中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」「
高
三
修
養
会
」
報
告

中
高
部
聖
書
科
教
諭　

髙
橋　

貞
二
郎

中
高
部
で
は
、
節
目
と
な
る
学
年
（
中
学
１
年
、
高
校
一
年
、
高
校
三
年
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い

て
自
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
考
え
る
学
年
宿
泊
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」「
高
三
修
養
会
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
違
い
ま
す
が
、

共
通
し
て
自
分
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
を
聖
書
に
よ
っ
て
確
認
し
、
将
来
に
向
け
て
生
き
方
を
考
え

ま
す
。
三
つ
の
行
事
と
も
長
い
歴
史
が
あ
り
、
参
加
す
る
生
徒
た
ち
は
充
実
し
た
実
り
豊
か
な
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
先
日
行
わ
れ
ま
し
た

三
つ
の
学
年
宿
泊
行
事
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。「
中
１
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
趣
旨
と
目
的

は
毎
年
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、「
高

一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
「
高
三

修
養
会
」
は
学
年
か
ら
選
出
さ
れ

た
生
徒
の
委
員
が
テ
ー
マ
を
決
め

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
年
の
テ
ー

マ
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
な

ど
も
紹
介
し
な
が
ら
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

1969 年高三修養会（キャンドルサービス）1969 年高三修養会（長野彌先生）

1979 年頃の高一カンファレンス�
（校内で一日で行いました）

1958 年中 1修養会（青楓寮にて）

み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

自
然
豊
か
な
牧
草
地
で�

楽
し
み
ま
し
た

清
里
の
自
然
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
を
一
文
字
で
表
す
と

ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム�

で
の
様
子

開
会
礼
拝
で
お
話
し
さ
れ
る�

石
澤
友
康
先
生
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中
　
高
　
部

高
三
修
養
会

五
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、
静
岡
県
に

あ
る
「
天
城
山
荘
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
、「Challenger　

―
羅
針
盤
を
使
う

と
き
が
き
た
―
」で
し
た
。
事
前
に
配
ら
れ
た「
高

三
修
養
会
便
り
」に
は「Challenger

と
い
う
テ
ー

マ
に
は
、
ど
ん
な
場
所
で
も
一
人
ひ
と
り
自
信
を

持
っ
て
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
自

分
の
進
む
べ
き
方
向
を
自
身
の
羅
針
盤
で
探
り
見

つ
め
直
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

今
回
の

修
養
会
で
は
、
自
身
の
羅
針
盤
を
使
っ
て
自
分
を

見
つ
め
直
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
の
で
す
。
そ
う
、
今
こ
そ
羅
針
盤
を
使
う
時
が

来
た
の
で
す
！
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
礼
拝
（
開
会
・
朝
・
閉

会
）、
講
演
（
三
回
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
浄
蓮
の
滝
へ
の
散
策
な
ど

で
し
た
。

高
三
修
養
会
も
、
牧
師
先
生
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
の
講
師

は
小
野
慈
美
先
生（
捜
真
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）

で
し
た
。
先
生
の
お
話
は
心
に
平
安
を
与
え
る
お

話
で
、
高
三
修
養
会
委
員
長
の
和
里
田
美
結
さ
ん

は
後
日
行
わ
れ
た
礼
拝
報
告
の
中
で
「
講
演
の
中

で
小
野
先
生
は
進
路
や
受
験
、
家
族
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
…
置
か
れ
た
場
所
が
自
分
の
思
い

描
い
た
も
の
と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
置
か
れ

た
場
所
で
自
分
の
固
有
の
価
値
を
信
じ
る
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

最
終
日
に
は
、
ま
と
め
と
し
て
今
の
自
分
か
ら

将
来
の
自
分
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
手
紙

を
読
む
の
は
二
年
後
の
高
三
修
養
会
の
時
で
す
。

閉
会
礼
拝
で
は
露
木
美
奈
子
高
等
部
長
が
、
変
え

ら
れ
る
も
の
と
、
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
見
極
め

る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
神
様
へ
の
信
頼
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
自

分
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
高
校
生
活
の
よ
い
ス

タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

言
葉
は
、
受
験
へ
の
不
安
を
い
た
だ
い
て
い
る
私

た
ち
の
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

報
告
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
自
分
た
ち
の
思
い
を

語
り
合
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
の
前
に
は
、

「
信
じ
る
」（
中
学
３
年
の
時
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
）を
歌
っ
て
心
を
一
つ
に
し
、そ
の
後
キ
ャ

ン
ド
ル
の
と
も
し
火
の
な
か
で
先
生
方
や
友
だ
ち

の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
最
後

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら

Challenger

と
な
る
た
め
に
克
服
し
た
い
こ
と
、

打
破
し
た
い
こ
と
を
風
船
に
書
い
て
空
に
飛
ば
し

ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
東
洋
英
和
で
の
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
ま
と
め
と
、
自
身
の
羅
針
盤
を
見
つ
め
直
す

貴
重
な
ひ
と
時
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
三
修

養
会
で
学
ん
だ
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
を
い
か
し

て
こ
れ
か
ら
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

六
月
一
六
、一
七
日
、
一
泊
二
日
で
御
殿
場
に

あ
る
捜
真
学
院
「
自
然
教
室
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
時
代
は
、
本
格
的
に
自
分
の
生
き
方
を
見

つ
め
、
自
分
で
考
え
、
自
分
の
生
き
方
の
羅
針
盤

を
探
り
始
め
る
時
期
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
み
ん
な
で
自
分
た
ち
が

語
り
合
え
る
中
心
テ
ー
マ
を
か
か
げ
、
そ
の
も
と

で
自
分
の
考
え
を
出
し
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
はM

illennium
 Girls　

～
世

紀
を
ま
た
ぐ
少
女
た
ち
～　

と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、「
私
た
ち
は
二
〇
世
紀
、

二
一
世
紀
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
新
時
代
を
生
き
る

私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
世
界
を
切
り
開
い
て

い
く
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
願

い
を
込
め
て
…
」（「
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
便
り
」

よ
り
）
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
礼
拝
（
開
会
・
朝
・
閉

会
）、
講
演
（
三
回
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
映

画
鑑
賞
な
ど
で
し
た
。

高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
牧
師
先
生
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
講
師
は
野
村
稔
先
生（
鳥
居
坂
教
会
牧
師
）

で
し
た
。
野
村
先
生
は
「
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
と
、
人
は
強
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
聖
書
に
は
『
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自

由
に
す
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
真
理

と
は
神
様
が
皆
さ
ん
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
で
す
」と
語
り
か
け
て
く
だ
さ
り
、新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

閉会礼拝でお話しくださる�
露木美奈子先生

将来の自分への手紙を書いています

ディスカッションで思っていること
を語り合いました

野村稔先生のご講演

プログラムは開会礼拝から始まります

お話ししてくださった小野慈美先生浄蓮の滝でマイナスイオンをたっぷり
浴びました

先
生
方
と
友
だ
ち
の
あ
た
た

か
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
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小
　
学
　
部

ク
ラ
ブ
と
し
て
立
ち
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
け

ん
玉
だ
け
で
は
な
く
、
昔
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
あ

そ
び
文
化
を
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、「
伝
承
あ
そ
び
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
に
な
り

ま
し
た
。

小
学
部
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
日
時
は
、
毎
週
金
曜

日
の
午
後
二
時
五
十
五
分
か
ら
一
時
間
で
す
。
け

ん
玉
の
技
の
練
習
や
、
ク
ラ
ブ
発
表
に
向
け
て
、
け

ん
玉
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
の
練
習
を
中
心
に
、
お
手

玉
・
独こ

ま楽
・
お
は
じ
き
・
あ
や
と
り
、
そ
し
て
将
棋

も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
折
り
紙
の
講
師
の
先
生

を
お
呼
び
し
て
、
め
ず
ら
し
い
折
り
紙
の
折
り
方

や
、
折
り
紙
の
素
晴
ら
し
さ
、
奥
深
さ
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
姉
妹
校
で
あ
る

韓
国
梨
花
女
子
大
学
附
属
初
等
学
校
と
の
交
流
の

折
り
に
、
け
ん
玉
や
お
手
玉
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

り
け
ん
」「
日
本
一
周
」
…
の
技
を
次
々
に
や
っ
て

見
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な

ま
な
ざ
し
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

時
「
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
け
ん
玉
は
使

え
る
な
。」
と
思
い
ま
し
た
。
場
所
も
時
間
も
と
ら

ず
、
安
価
で
、
持
ち
運
び
も
楽
で
、
一
人
で
も
大
勢

で
も
取
り
組
め
て
、
性
差
や
体
格
差
も
関
係
な
く
、

し
か
も
教
育
的
な
価
値
も
高
い
け
ん
玉
は
、
教
室

に
取
り
入
れ
る
に
は
、
う
っ
て
つ
け
の
も
の
で
し
た
。

初
め
は
、
あ
く
ま
で
も
「
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
一
環
」

の
域
か
ら
は
、
脱
し
て
い
な
い
現
状
で
し
た
が
、
ク

ラ
ス
で
流
行
っ
て
い
た
け
ん
玉
は
、
や
が
て
ク
ラ
ス

を
越
え
て
他
ク
ラ
ス
、
他
学
年
に
ま
で
及
ん
で
い
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
け
ん
玉
に
夢
中
な
一
人
の

五
年
生
が
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
、
練
習
が
し
や
す

い
よ
う
に
と
、
自
分
の
部
屋
を
大
改
造
し
て
ま
で
、

け
ん
玉
の
練
習
に
毎
日
励
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
そ
の
子
か
ら
「
先
生
、
来
年
『
け
ん
玉
ク
ラ

ブ
』
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
嘆
願
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
も
ち
ろ
ん
、
否
定
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お

も
ち
ゃ
と
し
て
考
え
ら
れ
が
ち
の
け
ん
玉
が
、
ク
ラ

ブ
と
し
て
成
立
す
る
の
か
、
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
子
の
誠
実
な
働
き
か
け
と
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、

参
加
仲
間
が
次
第
に
増
え
始
め
、
結
局
十
二
人
の

集
ま
り
で
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
「
伝
承
あ
そ
び
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
、
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
部
に
伝
承
あ
そ
び
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
て
、

今
年
で
六
年
目
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
三
年
生
の
担
任
を
し
て
い
た
私
は
、
メ
ー

プ
ル
〈
総
合
の
時
間
〉
の
授
業
が
始
ま
る
前
に
、

ズ
ボ
ン
の
右
ポ
ケ
ッ
ト
に
、
け
ん
玉
を
忍
ば
せ
て
、

教
室
に
入
り
ま
し
た
。
一
番
前
に
座
っ
て
い
た
子
ど

も
が
言
い
ま
し
た
。「
鈴
木
先
生
、
ズ
ボ
ン
の
中
に

何
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」「
は
い
、
け
ん
玉

で
す
。」「
先
生
、
や
っ
て
見
せ
て
。」
早
速
、
私
は

こ
れ
ぞ
と
ば
か
り
に
「
と
め
け
ん
」「
飛
行
機
」「
ふ

遊
び
は
学
び

「
伝
承
あ
そ
び
ク
ラ
ブ
」

小
学
部
教
諭　

鈴
木　

康
之

私
が
、
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
日

本
古
来
か
ら
伝
わ
る
伝
承
あ
そ
び
を
絶
や
す
こ
と

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
一
年
間
に
多
く
の
玩
具

が
発
明
さ
れ
生
み
出
さ
れ
、
そ
し
て
店
頭
に
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
年
間
一
万
点
を
越

え
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
多

数
の
玩
具
は
、
毎
年
淘
汰
さ
れ
店
頭
か
ら
消
え
て

い
く
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
淘
汰
さ
れ
ず
に
時
代

を
越
え
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
今
の
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
道
具
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
て
い
る
の

が
、
け
ん
玉
や
お
手
玉
や
独
楽
と
い
っ
た
伝
承
あ

そ
び
の
数
々
な
の
で
す
。
か
つ
て
は
女
の
子
の
遊
び

道
具
と
い
え
ば
、
お
手
玉
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

お
手
玉
遊
び
は
、
今
や
隔
世
伝
承
の
遊
び
と
さ
れ
、

お
母
さ
ん
か
ら
で
は
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
で

し
か
、
教
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
遊
び
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
独
楽
も
同
様
で
今
や
、
回
す
こ
と
は

で
き
て
も
、
つ
な
渡
り
な
ど
の
技
を
教
え
ら
れ
る
人

は
、
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
世
代
間
の
交
流

も
ま
す
ま
す
希
薄
に
な
っ
て
い
く
こ
の
ご
時
世
に

あ
っ
て
、伝
承
あ
そ
び
は
、こ
れ
か
ら
一
体
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
伝
承
あ
そ
び
ク
ラ

ブ
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
、
伝
承
あ
そ
び
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
、
奥

深
さ
を
伝
え
る
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
け
ん
玉
協
会
会
員�

（
け
ん
玉
協
会
認
定
　
四
段
）

日
本
の
お
手
玉
の
会
会
員�

（
お
手
玉
の
会
認
定
　
三
段
）

日
本
こ
ま
ま
わ
し
協
会
会
員�（
こ
ま
ま
わ
し
認
定
　
二
段
）

鈴
木
康
之　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

けん玉の試合（クラブ発表にて）

けん玉パフォーマンス（クラブ発表にて）
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NEWS	 東洋英和幼稚園／大学付属 かえで幼稚園

大
学
付
属

か
え
で
幼
稚
園

東
洋
英
和
幼
稚
園

も
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
、
横
に
万
力
の
つ
い
た

大
き
な
木
工
台
を
置
き
、
何
種
類
も
の
釘
や
木
材
、

蝶
番
や
ね
じ
回
し
、
電
の
こ
、
く
り
こ
ぎ
り
等
本

物
の
道
具
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
大
工
室
で
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
釘
が
下
か

ら
出
ち
ゃ
っ
た
」
…
木
の
厚
さ
よ
り
長
い
釘
を

打
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
机
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
」

…
四
本
の
足
の
長
さ
が
揃
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
鉛

筆
立
て
の
底
が
見
え
ち
ゃ
う
」
…
ま
っ
す
ぐ
に
の

こ
ぎ
り
が
挽
け
ず
、
接
合
部
に
隙
間
が
で
き
て
い

ま
す
…
等
々
。

時
々
自
分
の
指
を
打
っ
て
し
ま
う
痛
い
経
験
な

ど
し
な
が
ら
も
、
原
因
を
考
え
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
曲
が
っ
た
釘
を
釘
抜
き
で
抜
き
、
曲
尺
で
長
さ

を
測
り
、
何
回
も
や
り
直
し
な
が
ら
時
間
を
か
け

ま
す
。
壊
れ
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
修
正
を
重
ね
な

が
ら
大
事
に
完
成
に
向
か
い
ま
す
。
絵
具
を
塗
り
、

ニ
ス
で
仕
上
げ
、
完
成
し
た
時
は
皆
、
満
足
そ
う

な
顔
で
微
笑
み
ま
す
。

こ
う
し
て
、
箱
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
き
の
こ
研
究
所
、

船
、
カ
メ
ラ
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
発
想

で
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
釘
打
ち
か
ら
始
め

る
経
験
も
、
卒
業
制
作
で
は
友
だ
ち
と
力
を
合
わ

せ
、
ベ
ン
チ
、
犬
、
踏
み
切
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
の
大
作
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
素

敵
な
作
品
が
子
ど
も
た
ち
の
手
で
作
り
だ
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホ
イ
』（
作
詞
作
曲
：
マ
イ
ク
真
木
）
を
楽
し
み
、

膝
を
つ
き
合
せ
て
『
マ
サ
ビ
リ
』（
作
詞
作
曲
：

不
明
）
を
歌
い
ま
す
。
そ
こ
に
ギ
タ
ー
や
ボ
ン
ゴ

や
ジ
ェ
ン
ベ
の
音
が
重
な
り
ま
す
。
歌
や
ダ
ン
ス

の
他
に
も
楽
し
み
は
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
は
、『
魔

法
に
か
け
ら
れ
た
お
姫
さ
ま
を
子
ど
も
た
ち
が
助

け
る
お
話
』
を
、
う
た
と
ダ
ン
ス
で
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
は
、『
ロ
ー
プ
の
下
を
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
踊
り
な
が
ら
く
ぐ
り
抜
け
る
リ
ン
ボ
ー
ダ

ン
ス
』
を
楽
し
み
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
低
く

な
っ
て
い
く
ロ
ー
プ
に
「
こ
の
高
さ
な
ら
ま
だ
大

丈
夫
！
」「
体
を
思
い
切
り
そ
ら
せ
た
ら
、
ま
だ

く
ぐ
れ
る
よ
」
な
ど
と
こ
と
ば
を
掛
け
合
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
姿
に
皆

大
笑
い
で
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
空
気

の
中
、
開
放
さ
れ
て
楽

し
む
う
ち
に
、
み
ん
な
の

心
が
一
つ
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
も
キ
ャ
ン

プ
の
喜
び
で
す
。
こ
の
原

稿
が
読
ま
れ
る
頃
、
今

年
度
の
二
つ
の
キ
ャ
ン

プ
も
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
ど
の
よ
う
な
集

い
の
輪
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
の
心
の
中
に
何

を
残
す
で
し
ょ
う
か
…
。

ホ
ー
ル
横
の
大
工
室
か
ら
、
の
こ
ぎ
り
や
か
な

づ
ち
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
年
長
に

な
る
と
入
る
こ
と
の
で
き
る
特
別
な
部
屋
で
す
。

以
前
は
庭
の
奥
の
小
屋
が
大
工
室
で
し
た
が
、
新

園
舎
増
設
の
た
め
残
念
な
が
ら
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
大
工
の
体
験
は
続
け
た
い
の
で
場
所
を
考
え
、

屋
外
の
た
た
き
に
移
動
し
て
み
ま
し
た
が
、
冬
は

寒
さ
で
釘
を
押
さ
え
る
手
も
震
え
ま
す
。
そ
こ
で

以
前
は
ひ
よ
こ
組
で
使
用
し
て
い
た
こ
の
部
屋
を

改
装
し
ま
し
た
。
部
屋
の
中
央
に
本
園
で
何
十
年

夏
の
終
わ
り
、
年
長
組
で
は
二
つ
の
キ
ャ
ン
プ

が
行
わ
れ
ま
す
。
一
つ
は
幼
稚
園
の
中
で
行
う
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
、
も
う
一
つ
は
東
洋
英
和
女
学
院
の

軽
井
沢
追
分
寮
に
泊
ま
る
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
キ
ャ

ン
プ
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
集
い
の
輪
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
こ
に
友
だ
ち
と
、
ま
た
保
育
者
と
の
豊
か

な
交
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

集
い
の
中
で
は
、
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン

グ
を
歌
い
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
に
な
っ
た
ダ
ン

ス
を
踊
り
ま
す
。
踊
る
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
は
、
体
い
っ
ぱ
い
弾
ま
せ
て
『
ク
イ
カ
イ
マ

ニ
マ
ニ
』（
作
詞
作
曲
：
不
明
）
を
踊
り
、
友
だ

ち
や
保
育
者
と
二
人
組
を
作
り
『
キ
ャ
ン
プ
だ

新
し
く
な
っ
た
大
工
室

キ
ャ
ン
プ
の
集
い
の
輪
の
中
に

真剣に取り込む子どもたち

リンボーダンスを楽しむ子どもたち

体いっぱいに弾ませて踊る子どもと保育者
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学院NEWS①

学
　
院

収
入
面
で
は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
、
手
数

料
、
寄
付
金
が
予
算
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
大
学

で
入
学
定
員
数
を
大
き
く
上
回
る
入
学
者
を
受
け

入
れ
た
た
め
、
経
常
費
補
助
金
が
大
幅
に
減
額
さ

れ
、
教
育
活
動
収
入
計
で
は
予
算
を
二
一
百
万
円

下
回
る
五
、八
五
八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
支
出
面
で
は
、
経
常
予
算
を
中
心
に
各
部
の
経

費
節
減
努
力
も
あ
り
、
教
育
研
究
経
費
や
管
理
経

費
が
予
算
を
九
五
百
万
円
下
回
っ
た
も
の
の
、
教

育
活
動
収
支
差
額
は
六
七
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
教
育
活
動
外
収
支

差
額
の
プ
ラ
ス
効
果
に
よ
り
、
学
校
法
人
の
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
表
す
「
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
」
は
、
二
一
二
百
万
円
の
プ
ラ
ス
を
計
上

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
金
へ

五
一
二
百
万
円
組
み
入
れ
た
後
、
当
年
度
収
支
差

額
は
三
〇
〇
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
一
〇
年
間
の
学
院
収
支
を
振
り
返
る
と
、

「
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
」
は
連
続
し

て
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
お
り
、
学
院
財
政
は
健
全

な
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
ま
す
が
、
そ
の
収
支
差

額
の
プ
ラ
ス
幅
は
漸
減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
学
校

法
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
今

後
も
学
院
の
教
育
・
研
究
環
境
を
更
に
整
備
拡
充

し
て
い
く
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
収

入
確
保
に
注
力
し
て
い
く
と
共
に
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
支
出
の
抑
制
に
も
努
め
て
い
く
こ
と
が

増
々
重
要
に
な
り
ま
す
。

二
〇
一
五
年
度
決
算
概
要�

法
人
事
務
局
財
務
部

事業活動収支計算書
（単位：百万円）

予算 決算 差異 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 △ 1 資産売却差額 △ 1

手数料 △ 1 その他の特別収入 △ 19

寄付金 △ 9 特別収入計 △ 20

経常費等補助金 資産処分差額
付随事業収入 特別支出計
雑収入 △ 18 特別収支差額 △ 20

教育活動収入計 （25）

人件費
教育研究経費 基本金組入前当年度収支差額 △ 133

管理経費 基本金組入額合計 △ 858 △ 512 △ 346

徴収不能額等 当年度収支差額 △ 779 △ 300 △ 479

教育活動支出計 前年度繰越収支差額 △ 1,897 △ 1,897

教育活動収支差額 △ 164 △ 67 △ 97 翌年度繰越収支差額 △ 2,676 △ 2,198 △ 479

受取利息・配当金 △ 1 （参考）
教育活動外収入計 △ 1 事業活動収入計
借入金等利息 事業活動支出計
教育活動外支出計
教育活動外収支差額 △ 1

経常収支差額 △ 98

科目科目

予備費

事業活動収入計
百万円

事業活動支出計
＋

基本金組入額
百万円

手数料
百万円
％

学生生徒等納付金
百万円

％補助金（特別収入分含む）
百万円
％

受取利息・配当金
百万円
％

その他
百万円
％

寄付金（特別収入分含む）
百万円
％

人件費
百万円

％

教育研究経費
百万円

％

管理経費
百万円
％

その他
百万円
％

基本金組入額
百万円
％

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

※ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計などにおいて差異が生じる場合が
あります。

※ 予備費の上段（　）内は使用額、下段は残高です。使用額は使用した科目の予
算額に加算されています。
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英和の日々
2016年4月～2016年7月

東洋英和幼稚園

大学付属 かえで幼稚園

小　学　部

中　高　部

大 学・大学院

日向薫さんと清水玲子さん

■
入
園
式　
4
月
14
日
（
木
）

年
少
組
四
二
名
、
年
中
組
一

名
の
新
入
園
児
を
迎
え
ま
し

た
。

■
歯
磨
き
指
導　
5
月
12
日（
木
）

歯
科
衛
生
士
の
岸
玲
子
先
生

に
、
親
子
で
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
母
と
子
の
遠
足
5
月
24
日（
火
）

年
中
、
年
長
組
が
海
の
公
園

に
出
か
け
貝
拾
い
を
し
ま
し

た
。

■
母
と
子
の
集
い
5
月
25
日（
水
）

年
少
組
が
母
子
一
緒
に
幼
稚

園
で
遊
び
ま
し
た
。

■
父
母
の
会　
6
月
11
日
（
土
）

本
学
教
授
久
保
田
ま
り
先
生

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

■
年
長
組
キ
ャ
ン
プ

7
月
6
日
（
水
）
～
8
日
（
金
）

晴
天
に
恵
ま
れ
追
分
寮
で
二

泊
三
日
過
ご
し
ま
し
た
。

■
入
園
式　
４
月
11
日
（
月
）

三
歳
児
三
六
名　

四
歳
児
五
名

の
新
し
い
子
ど
も
た
ち
を
迎
え

ま
し
た
。

■
五
歳
児
園
外
保
育

5
月
12
日
（
木
）

今
年
度
初
め
て
の
早
野
聖
地
公

園
へ
の
遠
足
。
里
山
で
の
ひ
と

時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
四
歳
児
親
と
子
の
集
い

６
月
20
日
（
す
み
れ
組
）

６
月
27
日
（
た
ん
ぽ
ぽ
組
）

保
護
者
の
方
に
子
ど
も
た
ち
の

遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
て
ホ
タ
ル
の
劇
遊

び
や
、
ダ
ン
ス
を
親
子
共
に
楽

し
み
ま
し
た
。

■
終
業
礼
拝
（
四
、五
歳
児
）

一
学
期
守
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝

し
て
礼
拝
を
し
ま
し
た
。

■
入
学
式　
4
月
11
日
（
月
）

■
小
学
部
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
礼
拝

5
月
18
日
（
水
）

中
高
部
聖
書
科
教
諭
の
朴
洙
美

先
生
を
お
招
き
し
、
礼
拝
を
守

り
ま
し
た
。

■
運
動
会　
5
月
28
日
（
土
）

誰
も
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
運

動
会
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
お
天
気

に
恵
ま
れ
、
全
力
を
出
し
切
っ

て
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

■
鑑
賞
の
日　
6
月
14
日
（
火
）

日
向
薫
さ
ん
に
よ
る
朗
読

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
動
物
た
ち
の

お
し
ゃ
べ
り
」、「
杜
子
春
」
を
、

清
水
玲
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
合

わ
せ
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。

■
夏
期
学
校

7
月
14
日
（
木
）
～
30
日
（
土
）

今
年
も
長
野
県
に
あ
る
追
分
寮

で
の
夏
期
学
校
へ
、
一
年
生
か

ら
順
番
に
行
き
ま
し
た
。

■
中
学
部
入
学
式

4
月
7
日
（
木
）

■
学
年
行
事　
5
月
11
日
（
水
）

中
２
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
水

泳
教
室
、
中
３
は
川
崎
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
東
日
本
製
鉄
所
で
工

場
見
学
を
し
ま
し
た
。
高
一
は

鎌
倉
、
高
二
は
横
浜
に
て
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
自
主
研
修
遠
足
を

し
ま
し
た
。

■
花
の
日
礼
拝
・
訪
問

6
月
10
日
（
金
）

講
師
に
西
川
涼
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
礼
拝
を
守
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
中
１
が
老
人
ホ
ー
ム

等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

■
中
学
部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

7
月
1
日
（
金
）

課
題
曲
と
自
由
曲
、
各
ク
ラ
ス

の
美
し
い
歌
声
が
大
講
堂
に
響

き
ま
し
た
。

【
大
学
】

■
入
学
式　
４
月
２
日
（
土
）

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

５
月
20
日
（
金
）・
21
日
（
土
）

■
東
京
女
子
大
学
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会　
６
月
４
日
（
土
）

清
楓
会
執
行
部
、
ラ
ク
ロ
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
各

部
が
参
加
し
て
良
い
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

【
大
学
院
】

■
人
間
科
学
研
究
科
特
別
講
演
会

５
月
28
日
（
土
）

『
親
と
子
の
ア
ド
ラ
ー
心
理
学

入
門
』

■
国
際
協
力
研
究
科
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
現
代
史
研
究
所
共

催
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

５
月
14
日
（
土
）

『
中
東
・
難
民
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

～
危
機
の
構
造
的
背
景
を
探
る
～

ファイヤーを囲み歌や踊りを楽しみました

親子でダンス

中学部合唱コンクール最優秀賞 3年 5組

東京女子大学とのスポーツ交流会
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卒業生たちの軌跡を追って

原
点四

月
に
し
て
は
異
常
な
積
雪
だ
っ
た
あ

の
日
、
私
は
東
洋
英
和
の
門
を
く
ぐ
り
、

そ
れ
か
ら
一
六
年
間
を
過
ご
し
た
。
小
学

生
の
時
は
、
友
達
が
で
き
る
の
に
五
年
く

ら
い
か
か
っ
た
。
授
業
中
は
、
空
ば
か
り

眺
め
て
先
生
を
困
惑
さ
せ
、
休
み
時
間
は

ピ
ン
ク
ノ
ー
ト
に
絵
を
描
く
か
、
図
書
室

で
聖
書
物
語
の
漫
画
を
読
む
の
が
好
き

だ
っ
た
女
の
子
。
不
思
議
な
小
学
生
だ
っ

た
と
思
う
。で
も
、三
年
生
く
ら
い
の
頃
？　

国
語
の
授
業
で
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お

く
り
」
を
朗
読
し
た
。
ど
ん
な
風
に
読
ん

だ
か
は
全
く
覚
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
朗

読
を
聞
い
た
先
生
や
同
級
生
が
ぱ
ぁ
っ
と

笑
顔
に
な
り
、
褒
め
て
く
れ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
物
凄
く
嬉
し
か
っ
た

こ
と
も
。
二
年
に
一
回
行
わ
れ
る
学
芸
会

も
大
好
き
だ
っ
た
。
練
習
の
時
間
は
と
に

か
く
面
白
く
て
、
楽
し
か
っ
た
。
そ
の
時

間
は
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
同
じ
空
間
に
立
て

て
、
そ
の
場
に
居
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て

い
る
感
じ
が
し
た
か
ら
か
。

五
年
生
の
学
芸
会
の
時
、
配
役
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
結
果
は
、
残

念
な
が
ら
役
は
も
ら
え
ず
岩
①
だ
っ
た
。

で
も
、
選
ば
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ
よ
り

も
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
見
て
い
た
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
何
人
か
が
、
凄
く
良
か
っ
た
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
、
そ
の
こ
と
の
方
が

ず
っ
と
嬉
し
か
っ
た
。

お
芝
居
を
し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
は
、

誰
か
に
認
め
て
貰
い
た
い
。
そ
ん
な
こ
と

が
原
点
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

挑
戦青

年
座
に
入
団
し
て
一
〇
年
。
沢
山
の

舞
台
に
立
た
せ
て
も
ら
い
、
今
で
は
メ
イ

ン
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
た
。

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
声
優
の
仕
事
も

し
て
い
る
。
だ
が
、
入
団
し
て
六
年
目
を

迎
え
た
頃
、
本
当
に
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
？
と
不
安
に
な
っ
た
。
全
て
に

対
し
て
受
け
身
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
？　

こ
の
状
況
を
打
破
し
な
け
れ
ば
と

思
い
、同
世
代
の
女
優
七
人
で
O
ｎ
7（
オ

ン
ナ
ナ
）
と
い
う
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん

だ
。
母
体
で
あ
る
劇
団
を
大
切
に
し
つ
つ
、

新
た
な
挑
戦
を
し
よ
う
と
。

役
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ
た
い
、
活
動

の
場
を
広
げ
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

も
っ
と
能
動
的
に
演
劇
と
人
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
！
と
い
う
の
が
、
立
ち
上
げ
た

一
番
の
動
機
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
自
分
達
の
予
想
や
考
え
で
、

可
能
性
を
狭
め
な
い
、
諦
め
な
い
。
ダ
メ

で
も
と
も
と
当
た
っ
て
砕
け
ろ
！
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
動
き
始
め
た
。
や
り
た
い
と

思
っ
た
ら
、
や
れ
る
た
め
の
努
力
を
す
る
。

行
動
を
起
こ
し
て
み
る
。
相
手
と
誠
心
誠

意
向
き
合
っ
て
み
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
を
面
倒
臭
が
ら
な
い
。

こ
れ
が
、
ま
ぁ
で
き
そ
う
で
本
当
に
難
し

い
。
事
が
大
き
か
っ
た
り
、
相
手
が
大
物

だ
っ
た
り
す
る
と
尚
更
だ
。
で
も
、
真
摯

に
実
行
し
て
み
る
と
予
想
も
し
な
か
っ
た

驚
き
の
結
果
が
待
っ
て
い
た
り
す
る
。
こ

の
活
動
を
す
る
中
で
、
英
和
の
先
輩
と
お

仕
事
を
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。「
葉
っ

ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
ー
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

音
楽
劇
を
共
に
創
作
し
、
が
ん
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
や
教
会
で
公
演
し
た
り
し
た
。

O
ｎ
7
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
出
会
え

な
か
っ
た
嬉
し
い
ご
縁
だ
。

支
え当

た
り
前
だ
が
、
好
き
な
こ
と
で
も
、

仕
事
に
な
れ
ば
辛
い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と

も
あ
る
。
周
り
が
見
え
な
く
な
り
、
小
さ

い
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
た
り
、
弱
い
心
に

支
配
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

け
れ
ど
、
そ
の
度
に
ふ
と
立
ち
止
ま
り
、

初
心
に
返
っ
て
み
る
。
演
じ
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
知
っ
た
学
芸
会
や
、
部
活
に
明
け

暮
れ
た
高
校
時
代
。
英
和
の
大
学
に
行
き

な
が
ら
、
演
劇
を
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
芝

居
を
続
け
た
日
々
。
そ
の
時
の
情
熱
、
演

劇
へ
の
渇
望
感
を
思
い
出
す
。
そ
う
す
る

と
、
自
分
が
選
ん
で
き
た
道
な
の
だ
と
、

逃
げ
る
な
と
活
を
入
れ
て
も
ら
え
る
。

そ
し
て
、
か
け
が
え
な
い
友
人
た
ち
。
こ

れ
こ
そ
英
和
で
得
た
一
番
の
宝
だ
。
一
六

年
を
共
に
過
ご
し
た
彼
女
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
自
分
の
人
生
を
切
り

開
い
て
い
る
。
会
え
ば
一
瞬
で
あ
の
頃
に

戻
り
、
大
笑
い
し
て
、
元
気
を
も
ら
う
。

一
〇
年
間
私
の
舞
台
を
見
続
け
て
く
れ
る

人
が
い
る
幸
せ
を
胸
に
、
明
日
も
ま
た
頑

張
ろ
う
！
と
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

■あんどう　ひとみ／小学校から大学ま
で東洋英和で過ごす。劇団青年座劇団員。
女優、声優。
同世代の女優7人で立ち上げた演劇ユニッ
トOn7（オンナナ）も精力的に活動中。
主な舞台に青年座本公演「からゆきさん」
紋役、2016 年 12 月には青年座本公演「砂
漠のクリスマス」出演予定。声優の主な
作品に「アリス・イン・ワンダーランド」「ア
リス・イン・ワンダーランド～時間の旅～」
アリス役、他多数がある。

芝居の道を志して
小学部から大学まで東洋英和で学んだ後、劇団青年座に所属し、女優・
声優として数々の舞台や映画の吹き替え等で活躍されている安藤さん。
英和生時代を振り返り、女優としての挑戦や英和で得た宝物についても
教えてくださいました。

女優、声優

安
あ ん

藤
ど う

　瞳
ひとみ

さん
2000 年高等部卒業
2005 年大学卒業

この人に聞く 31

2014 年 On7 番外公演「扉～ Ready Freddie Go!!! ～」�
お茶の水OCC

2015 年青年座本公演「からゆきさん」�
紀伊國屋ホール　撮影：坂本正郁
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聖
書
の
言
葉

「
運
命
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
く
な
る
時
が
人
生
に
は
あ
り
ま
す
。
辞
書
に
は
「
一
般
に
、
人

間
に
与
え
ら
れ
た
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
さ
だ
め
を
意
味
す
る
語
。
宿
命
と
ほ
ぼ
同
義
」
と
あ

り
ま
す
。「
運
命
の
出
会
い
」
と
い
う
時
に
は
、
予
想
も
し
得
な
か
っ
た
人
と
の
出
会
い
を
喜
ぶ
私

が
い
ま
す
。「
こ
れ
も
運
命
だ
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
受
け
入
れ
が
た
い
現
実
の
前
で

途
方
に
暮
れ
て
い
る
私
が
い
ま
す
。
し
か
し
聖
書
は
、
ど
ち
ら
の
時
に
も
、
こ
の
私
を
「
担
い
、

背
負
う
」
神
が
い
る
と
言
う
の
で
す
。「
生
ま
れ
た
時
か
ら
」、「
白
髪
に
な
る
ま
で
」
私
を
担

う
神
で
す
。「
運
命
」
と
い
う
言
葉
は
、「
命
」
を
「
運
ぶ
」
と
書
き
ま
す
が
、
喜
び
の
時
も
、
も
う

一
歩
も
前
に
進
め
な
い
と
思
う
時
に
も
、
こ
の
私
の
人
生
を
、
こ
の
私
の
命
を
確
か
に
運
ん
で
い

て
く
だ
さ
る
神
が
い
る
と
聖
書
は
教
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
私
の
命
が
確
か
に
運
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
、
こ
の
運
命
の
神
に
す
べ
て
を
委
ね
ら
れ
る
喜
び
を
信
仰
と
呼
ぶ
の
で
す
。

 

学
院
宗
教
部
長

 

大
学
人
間
科
学
部
保
育
子
ど
も
学
科
教
授

深
井

　智
朗

わ
た
し
に
聞
け
、
ヤ
コ
ブ
の
家
よ

イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
の
残
り
の
者
よ
、
共
に
。

あ
な
た
た
ち
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
負
わ
れ

胎
を
出
た
時
か
ら
担
わ
れ
て
き
た
。

同
じ
よ
う
に
、
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
の
老
い
る
日
ま
で

白
髪
に
な
る
ま
で
、
背
負
っ
て
行
こ
う
。

わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
を
造
っ
た
。

わ
た
し
が
担
い
、
背
負
い
、
救
い
出
す
。

イ
ザ
ヤ
書 

四
六
章 
三
〜
四
節

大学礼拝

書
き
込
み
が
た
く
さ
ん
あ
る
ミ
ス
・
カ
ー

ト
メ
ル
愛
用
の
聖
書
の
傷
み
が
進
み
、
表

紙
や
製
本
の
と
じ
糸
も
切
れ
て
き
ま
し
た

の
で
、
専
門
家
に
修
復
を
依
頼
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
ほ
ど
数
か
月
ぶ
り
に
修
復
さ
れ
て
学

院
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
丁
寧
に
一
頁
一

頁
綴
じ
直
さ
れ
、
破
損
箇
所
や
背
表
紙
の

革
の
補
強
に
は
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

洋
書
修
復
第
一
人
者
の
岡
本
幸
治
氏
の
職

人
技
に
よ
り
、
ひ
と
目
で
は
修
復
の
跡
も

感
じ
ら
れ
な
い
出
来
上
が
り
で
す
。
秋
に

は
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

史料室連絡先 ● TEL：03-3583-3166　FAX：03-3583-3329
E-mail：archive@toyoeiwa.ac.jp

写真：修復前と後のミス・カートメルの聖書

ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル
の
聖
書
が
修
復
さ
れ
ま
し
た

史料室レター No.20

訃
報
　

―
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
―

飯
野　

三
枝
氏	

元
中
高
部
教
諭
等	

二
〇
〇
一
年

小
山　

綾
子
氏	

元
短
期
大
学
一
般
職
員
副
手	

二
〇
一
五
年
十
二
月
二
七
日

中
澤　

和
子
氏	

元
短
期
大
学
助
教
授
等	

二
〇
一
六
年
一
月
五
日

川
崎　

肇

氏	

元
中
高
部
教
諭
等	

二
〇
一
六
年
二
月
九
日

ハ
リ
ウ
ェ
ル
・
パ
ト
リ
ッ
ク
氏	

元
短
期
大
学
・
大
学
講
師	

二
〇
一
六
年
四
月
五
日

阿
部　

猛

氏	

元
中
高
部
教
諭
等	

二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日

学院NEWS②

今号は「おたよりコーナー TOYO Wa-Wa」はお休みさせていただきます。
● お便りお待ちしています！　 〒 106-8507 港区六本木 5-14-40 東洋英和女学院法人事務局総務企画部総務課 まで。E-mail：koho@toyoeiwa.ac.jp でもお待ちしております。

二
〇
一
五
年
度
刊
行
の
校
歌
や
学
院

各
部
の
歌
が
収
録
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
「
楓
よ　

楓
の
園
」
の
販
売
が
、
中
高
部
購
買
部

に
て
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、

原
譜
お
よ
び
現
在
の
楽
譜
の
校
歌
（
合

唱
：
中
高
部
合
唱
部
）
の
他
、
東
洋
英

和
幼
稚
園
の
「
お
と
も
だ
ち
」、
小
学

部
の
「
東
洋
英
和
の
歌
」、大
学
の
「
東

洋
英
和
女
学
院
大
学
歌
」、
大
学
付
属

か
え
で
幼
稚
園
の「
か
え
で
の
こ
ど
も
」

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
洋
英
和
の

校
風
を
、
音
楽
を
通
し
て
共
有
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

校
歌
Ｃ
Ｄ「
楓
よ
楓
の
園
」の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た

○価格	 1 枚 800 円（税込）
○問い合わせ先	 東洋英和女学院中高部購買部
	 TEL：03-3587-0610
	 営業時間：9:30～ 16:00（土日祝日を除く）
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文：北崎勝彦（高等部教頭）　題字・イラスト：北崎直子 Vol.14

へ
び
つ
か
い
座

こ
の
楓
園
が
お
手
元
に
届
く
九
月
の
夜
の

早
い
時
間
、へ
び
つ
か
い
座
は
西
の
空
に
見

え
て
い
ま
す
。
さ
そ
り
座
の
上
に
あ
り
、一

説
に
よ
る
と
毒
を
持
っ
た
さ
そ
り
が
暴
れ
出

さ
な
い
よ
う
に
、上
か
ら
押
さ
え
つ
け
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
る
い
星
が
少

な
い
の
で
街
中
か
ら
で
は
探
し
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、郊
外
で
見
て
み
る
と
と
て

も
大
き
な
星
座
で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
ず
い

ぶ
ん
前
に
一
三
星
座
占
い
が
流
行
り
ま
し
た

が
、誕
生
日
の
星
座
に
こ
の
星
座
が
含
ま
れ

て
い
た
の
で
、覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

星
座
絵
で
は
蛇
を
つ
か
ん
だ
男
性
の
姿
に

な
っ
て
い
ま
す
。
神
話
に
よ
る
と
、こ
の
男

性
は
太
陽
の
神
ア
ポ
ロ
ン
の
息
子
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
。
と
て
も
優
秀
な
医
者
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
治
療
法
は
あ
ま
り
に
ユ
ニ
ー

ク
で
し
た
。
病
気
の
人
に
い
き
な
り
蛇
を
見

せ
る
。
見
せ
ら
れ
た
人
は
大
変
驚
き
、驚
き

の
あ
ま
り
病
気
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
元

気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
シ
ョ
ッ

ク
療
法
で
す
。
つ
い
に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は

死
人
ま
で
生
き
返
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
不
満
を
持
っ
た
の
は
冥
土
の
神

プ
ル
ー
ト
。
誰
も
冥
土
に
来
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
ゼ
ウ
ス

は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
に
雷
を
落
と
し
星
座
に

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
伝
説
は
あ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
連
の
専

門
機
関
で
あ
る
世
界
保
健
機
関（
略
称
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）の
旗
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
中
央
に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖

と
へ
び
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
地
域

に
よ
っ
て
は
救
急
車
に
ス
タ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ

と
い
う
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
の
団
体
や
学
校
な
ど
に
も
ア
ス
ク
レ
ピ

オ
ス
の
杖
や
へ
び
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
紀
元
前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
星

座
の
お
話
が
、現
在
、私
た
ち
の
目
に
つ
く
と

こ
ろ
に
あ
る
の
も
大
変
興
味
深
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。

同窓会より後援会より

● 学院同窓会定期総会報告

6月4日（土）、午前中から各会の同窓会が持た
れた後、13時10分には新マーガレット・クレイ
グ記念講堂に250名を超える同窓生が集まりま
した。始めに、今年度から学院宗教部長・大学保育
子ども学科教授になられた深井智朗先生による礼
拝では、「足がよろめく」と言った時でも―と題し、
私たちが重荷を背負っていても神様は丸ごと支え

てくださることを、たとえ話を交えて説き明かしくださり、微笑まし
くもあり笑いが起こったほどでした。それに続き総会議事もすべて
順調に進み承認をいただいた後、14時30分から亀岡さやかさん（大
学2002年卒）司会による催事、大学在校生とOGも含め約30名によ
るウィンドアンサンブル部の演奏会が始まりました。田添茜さん（高
等部2015年卒）編曲による校歌演奏は本邦初演、愛する校歌が華や
かにパワーアップされ新鮮な気持ちで聴き入り、3年生の坂優佳子
さんの紹介で5曲の演奏も楽しみました。講堂内に吹奏楽の柔らか
なメロディーや力
強いリズムが響き
渡り私共の中にも
若いパワーが確か
にしみこんでいく
ようでした。足取
りも軽くお茶の会
へと移動し和やか
な時を持ちました。

● 2015年度後援会役員会・総会報告
7月1日（金）、後援会役員会・総会が開
催され、学院側を含め約430名が出席し
ました。役員会では、役員改選案、2015
年度収支決算、2016年度収支予算案等
について審議が行われ、全て承認されま
した。また、昨年承認された、後援会員が子女卒業後、東洋英和楓の会へ
継続加入することを容易にするための方策を要望する件について報告が
なされました。総会では、役員会審議事項報告等の後、学院各部代表者か
ら現状報告があり、最後の懇親会ではなごやかな歓談の時を持ちました。
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お知らせ
楓の会主催　秋の芸術公演

「ザ・メイプルズ・コンサート ～珠玉のオペラ合唱曲を歌う～」のご案内
日　時：2016年11月12日（土）14：00開演
場　所：中高部　新マーガレット・クレイグ記念講堂
出　演：指揮：江上孝則　　ソプラノソロ：MASAMI	

ピアノ：岡崎渚紗、牧華子　　合唱：ザ・メイプルズ
料　金：2000 円

※申込の詳細については、KAEDE MAGAZINE 12号または学院ホームページでご確認ください。

へびつかい座：蛇の頭としっぽの部分はへび座。二つの星座の面積を
足すと全天星座の中で一番広い面積となる

世界保健機関の旗

スターオブライフ：中央にアスクレピ
オスの杖があり、へびが描かれてい
ます。へびは脱皮をするので甦ると
いう意味もあるそうです

2016 年度後援会常任役員
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